
 

〖
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〗
と
は 

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯
罪

や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
、
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
安

全
で
安
心
な
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な

運
動
で
す
。 

 

こ
の
運
動
は
今
年
で
七
十
三
回
目
で
す
が
、
特

に
、
七
月
を
「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
力
」
の
強
調
月
間
と
し
、
今
年
は
、

七
月
四
日
（火
）に
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
こ
で
は
、

宇
土
市
推
進

委
員
会
会
長

の
元
松
茂
樹

市
長
を
は
じ

め
、
宇
城
警
察

署
員
、
保
護
司
会
宇
土
支
部
保
護
司
、
各
婦
人
会

長
、
各
公
民
館
長
、
教
育
委
員
会
の
役
員
等
が
出
席

し
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
意
義
に
つ
い
て
共

通
理
解
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

終
了
後
、
各
学
校
へ
啓
発
用
の
ポ
ス
タ
ー
、
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
や
各
公
民
館
に
の
ぼ
り

旗
の
設
置
等
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
明
る
い
社
会

を
地
域
全
体
で
築
き
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

★
ふ
れ
あ
い 

☆
ま
な
び 

○
つ
な
ぐ 

 
 

地
域
づ
く
り
の
拠
点 

花
園
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民
館 
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第
一
回
青
空
教
室 

「開
講
式
・輪
投
げ
大
会
等
」 

 

第
一
回
青
空
教
室
を
六
月
十
七
日
（土
）

に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
数
年
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
参
加
人
数
が
減
少
傾
向

で
し
た
が
、
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
前
に
近
づ

い
て
五
十
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

先
ず
、
開
講
式
で
は
、

実
施
の
期
日
や
内
容
に

つ
い
て
確
認
し
た
り
、
館

長
と
室
内
ゲ
ー
ム
を
行
っ

た
り
し
ま
し
た
。
次
に
、

本
年
度
新
し
い
企
画
と
し
て
白
石
指
導

員
の
提
案
で
「
月
の
砂

漠
」
の
歌
詞
及
び
歌
唱

の
指
導
が
あ
り
ま
し

た
が
、
子
供
た
ち
は
一

生
懸
命
歌
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
、
恒
例
の

輪
投
げ
大
会
で
は
、
子
供
た
ち
は
一
喜
一

憂
し
て
会
場
は
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。 

 

感
想
で
は
「
初
め

て
の
参
加
で
し
た
の

で
最
初
は
不
安
で
し

た
が
、
後
で
は
慣
れ

て
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
か
「
輪
投
げ
は
簡

単
だ
と
思
っ
た
ら
、
意
外
と
難
し
か
っ
た
」
等

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
回
成
人
講
座 

 

「防
犯
・交
通
教
室
」 

 

昨
年
に
引
き
続
き
今
回
も
夏
休
み
前

の
青
少
協
会
議
と
兼
ね
な
が
ら
、
「防
犯
・

交
通
教
室
」
の
講
座
を
七
月
十
二
日

（水
）に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
先
ず
、

宇
城
警
察
署
生

活
安
全
課
の
村

上
主
任
か
ら
、
少

年
の
補
導
に
つ
い

て
、
資
料
を
基
に

補
導
の
目
的
や
不
良
行
為
に
つ
い
て
丁

寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
花
園

駐
在
所
の
坂
口
さ
ん
か
ら
、
県
、
宇
城
、

花
園
地
区
の
犯
罪
及

び
交
通
情
勢
に
つ
い

て
、
昨
年
と
比
較
し

な
が
ら
、
事
案
を
交

え
た
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
に
、
宇

土
市
環
境
交
通
課
の
前
薗
さ
ん
か
ら
、

高
齢
者
の
交
通
安
全
や
道
路
交
通
法
の

改
正
等
に
つ
い
て
、
資
料
の
チ
ラ
シ
や
交

通
に
関
す
る
グ
ッ
ズ
を
配
付
し
な
が
ら
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
質
疑
応

答
や
夏
休
み
期
間
中
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

つ
い
て
、
み
ん
な
で
共
通
理
解
を
図
っ

て
い
き
ま
し
た
。 

 

館
長
の
つ
ぶ
や
き 

 

今
年
も
子
供
た
ち
に
と
っ
て
大
好
き

な
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
不
思

議
な
も
の
で
、
私
の
心
も
学
生
時
代
や

教
員
時
代
が
長
か
っ
た
せ
い
か
、
今
で

も
夏
休
み
に
な
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま

す
。
で
は
、
私
の
少
年
時
代
の
夏
休
み

の
過
ご
し
方
を
書
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

朝
は
六
時
前
に
起
床
し
て
、
六
時
半

か
ら
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
毎
日
参
加
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
朝
食
を
と
っ
た
ら
、

親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
向
け
て
の

練
習
、
午
後
は
学
校
の
プ
ー
ル
に
泳
ぎ

に
行
っ
て
、
そ
の
後
、
家
で
昼
寝
。
夕

方
か
ら
は
、
週
に
数
回
、
地
蔵
祭
り
大

会
に
向
け
て
部
活
の
剣
道
の
練
習
を
し

て
い
ま
し
た
。
夜
は
親
父
と
巨
人
戦
の

観
戦
で
し
た
。
夏
休
み
の
宿
題
は
、
夏

休
み
に
入
っ
て
十
日
間
と
地
蔵
祭
り
が

終
わ
っ
て
か
ら
が
勝
負
で
し
た
。 

 

体
を
動
か
す
の
が
大
好
き
な
少
年
時

代
で
し
た
。
お
陰
様
で
、
体
育
の
授
業

で
は
、
水
泳
、
陸
上
、
マ
ッ
ト
や
鉄
棒

や
跳
び
箱
等
の
器
械
運
動
、
球
技
、
ダ

ン
ス
等
、
ひ
と
と
お
り
で
き
て
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
体
育
の
先
生
を
目
指

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
土
台
は
、

私
の
少
年
時
代
の
夏
休
み
の
過
ご
し
方

に
ル
ー
ツ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

文責 公民館長 
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